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プログラミング教育推進セミナー

〜 2020年小学校における必修化に向けて 〜

「必修化に向けた指導教員養成と
算数科の教材開発について」

特定非営利活動法人 みんなのコード
指導者養成主任講師 福田 晴一

2018年8月3日
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みんなのコードについて
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代表理事 利根川 裕太…に代わり
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すべての子どもが

プログラミングを楽しむ

国にする

みんなのコードのミッション
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社会を牽引する為にも

裾野の拡大

「xx思考」「xx構文」ではなく

小学校段階は「楽しむ」

日本全国を対象

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
私たちみんなのコードは、「全ての子どもがプログラミングを楽しむ国にする」というミッションを掲げています。
これに込めている思いを詳しく解説させていただくと、
「全ての子ども」を対象にしたのは、今後の社会を担う子どもたちに幅広く広げていくことが社会全体の底上げやプログラミング層を厚くすることにつながると考えるためです。こちらについては、次のスライドでもう少し詳しくご説明させていただきます。
「プログラミングを楽しむ」というのは、「プログラミングは楽しい」というのが大前提にくるべきだと考えて活動するということです。というのも、小学校段階でのプログラミング教育は、プログラマーの養成というよりも、プログラミング的思考の育成や「プログラミングって楽しいんだ」と知ってもらう興味喚起をメインとしています。そのため、2020年度には全国の小学校でプログラミング教育が必修化されますが、そのときにプログラミング嫌いの子どもをつくる教育ではなく、プログラミングを楽しいと感じられるような教育を目指しています。
「国にする」とは、日本全国に広めたいという思いを持っているということです。現在、プログラミング教育にご熱心な先生方や先進的な事例、義務教育のあとに興味を持った子どもたちの受け皿となるプログラミングスクールなどは、その大部分が首都圏に集中しています。子どもたちの住んでいる地域に関係なく全国に楽しいプログラミング教育を広めることをミッションとしています。
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なぜ「すべての子ども」なのか
→ 高度な人材育成の為には、裾野の拡大が肝心

みんなのコードのミッション
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将来
の
成長

現状 現状

将来の姿

次の姿

まずは裾野を広げる その後、層が厚くなる

TOP層だけ
伸ばすのは困難

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さて、ではなぜ私たちが「すべてのこども」を強調しているのかということですが、これは、社会全体の層を厚くしたいと考えているからです。
というのも、現状に対して今後テクノロジーで世界をリードする人々を増やしていくためには、今興味を持っている人の中から選抜して伸ばすより、まず裾野を広げてから全体を伸ばすほうがより効果があるためです。
サッカーにたとえると、サッカーって競技人口が全世界で2億人以上いるんですね。そのたくさんいる中から「もっとやりたい！うまくなりたい！」という人が10％もいると2000万人になって、プロになって活躍して、「◯◯選手みたいになりたい！」というファンがまた増えるというサイクルが生まれます。
プログラミングもゆくゆくはそういう風になるといいなと思い、裾野を広げる活動を行なっています。
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2020年度から必修化される小学校でのプログラミング教育にて、
子どもたちがプログラミングを楽しめる授業が日本中に広まるよう
学校の先生等への支援を企業・行政と協力しながら実施。

Pros: 全ての子どもに届けることが可能。子どもに様々な体験・学習をさせる事のプロ。

Cons: 40万人の小学校の先生はITへの関心やITリテラシーが(一般的に)低い。

みんなのコードのアプローチ
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先生・校長
教育委員会等

子どもたち

企業 行政

支援 授業

協
力10人 1800自治体/40万人 650万人

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そこでみんなのコードでは、2020年度からのプログラミング教育必修化が正しく楽しく展開されるような環境を作ることとそのための現場支援に注力しています。
具体的には、みんなのコードが直接子どもたちに授業を行うのではなく、一般の先生方のサポートを行います。
というのも、私たちが子どもたちに直接教えようとすると、1回の授業でだいたい1クラス30人の子どもたちにアプローチするのが限界です。その一方で、1回の研修会でだいたい20人くらいの先生方をサポートをした場合、それぞれの先生が自分のクラス30人に授業をすれば、600人の子どもたちにアプローチすることができます。また、その先生方が次の年も児童に教えたり、自分の学校の他の先生に教えたりすると、その広がりは非常に大きくなります。
そのため、私たちは教員や校長先生、教育委員会などの学校関係者をメインターゲットとして活動しています。

この活動をすることによって、日本全国すべての子どもたちにプログラミング教育を届けることができると信じています。また、学校の先生方は「小学生に教える」ことのプロなので、プログラミングの考え方や進め方さえ理解してしまえば、私たちよりはるかに上手く子どもたちに教えてくれます。

ただ、一方で課題もあって、それは、全国にいる40万人の先生方が楽しいプログラミング教育を等しく行うことができる状態に持っていくにはいろいろな障害があるということです。卒業してしまうともうなかなか行く機会ってないと思うのですが、小学校って、社会がITであふれて技術がどんどん進歩しても、昔と全く変わらないんですよね。黒板に机、ノートとか。そこで働いている先生方の多くも同じで、ITを使うことがほとんどないから今でも電話にFAXが当たり前という状況です。そのため、ITへの関心やリテラシーが普通の社会人に比べて一般的には低いので、プログラミングを理解してもらうのも一苦労なんです。
こういった課題を解決し、全国にプログラミング教育を広めていくための活動に、今まさに取り組みはじめているところです。詳しい取組についてはあとのスライドでご紹介させていただきますね。
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代表について
利根川 裕太
特定非営利活動法人みんなのコード 代表理事
二児の父 (5歳, 2歳)

● 1985年 生まれ
● 2009年 ラクスル株式会社立ち上げから参画し、

プログラミングを学び始める
● 2014年 Hour of Code のワークショップ開催
● 2015年 一般社団法人みんなのコード設立 (2017年より特定非営利活動法人

化)
● 2016年 文部科学省「小学校段階における論理的思考力や創造性、

問題解決能力等の育成とプログラミング教育に関する
有識者会議」委員を拝命
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自己紹介

福田 晴一（ふくだ はるかず）

特定非営利活動法人みんなのコード 主任講師

元 東京都公立小学校教員

● 1978年
● 1999年〜

● 2002年〜

● 2007年〜

● 2015年
● 2016年
● 2017年
● 2018年

東京都公立小学校教諭として採用

杉並区立済美養護学校教頭

アメリカ・フィラデルフィア補習授業校校長

杉並区立和田小学校長、杉並区立天沼小学校長

東京都放送教育研究大会発表

放送視聴覚全国大会発表 プログラミング実践

都プログラミング推進校・杉並ICTフォーラム発表

特定非営利活動法人みんなのコードに加入

間も無く、年金受給者の初老…
見える景色を変えたい 人生100年/マルチ
生涯学習の考えは…国を支える
プログラミングは指導者不足のかこつけて
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必修化へのアクション

人（指導者）へのアプローチ
教育委員会・学校・教員

テクノロジーのアプローチ
フリーコンテンツ・デターベース

全ての
子どもが

プログラミング
を楽しめる

国にする
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人（指導者）へのアプローチ

❏ プログラミング教育明日会議

2017年度 全国 10都市 1068人の参加

2018年度 全国 8都市（開催決定）＋α
❏ プログラミング指導教員養成塾

2017年度 全国 4都市 80人の参加

2018年度 全国 15都市（開催決定）＋α  600人育成
自治体主催養成塾・弊法人自主開催養成塾

❏ 指導者研修会

2017年度 全国 30都市以上 約1500人 の参加

2018年度 全国 20都市＋α      約1000人育成 の参加

※ 東京都プログラミング推進校支援 10校

個
へ
の
支
援
・
養
成

学 校 ・ 地 教 委 支 援
点から

面への支援
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テクノロジーのアプローチ

学校の授業で使えるオンライン教材

A 領域 ５年生・算数・多角形

B 領域 ５年生・算数・平均 / 公倍数

PV  140万越え UU  10万越え

プログラミング教育の実践事例紹介

指導案・ワークシート・動画提供

現在、8事例が掲載、今後UP予定

年間指導計画等の参考資料も掲載予定

プログル

プログル

この後、実演紹介
休憩時にも
ブースで

ブースで
チラシを
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文部科学省 6/22  公表

教育委員会等における
小学校プログラミング教育に関する

取組状況等について

https://ict-enews.net/2018/06/22mext-8/

https://ict-enews.net/2018/06/22mext-8/
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来
年
度
支
援
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地方支援

地方支援



小学校プログラミング教育の手引

第一版

・・・ 概要と重要キーワード ・・・

みんなのコード

http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2018/03/30/1403162_01.pdf


学
校
教
育

学
習
指
導
要
領

教
育
課
程
内

社会教育
・

生涯教育

算数・多角形

理科・電気の
性質

総合学習
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総合的な学習の時間
実践事例
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総合的な学習の時間
動画→ https://www.youtube.com/watch?v=tI8uBQwo1UI

教科等と関連付けたプログラミング

学習活動

第1時
コンピュータが私たちの生活を支えているこ

とを理解し、課題意識をもつ

第2時
身体や紙を使ってコンピュータの特性やプロ

グラミングの基本を理解する

第3・4時
コンピュータを使ってプログラミングの体験

をする

第5時 学習したことを今後の生活や社会の改善に生
かすことを考える

https://www.youtube.com/watch?v=tI8uBQwo1UI
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家にコンピュータが

使われているものは何台ありますか？
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アンプラグド教材

● 紙や体を使いプログラミング的思考を学ぶ教材

■ ダンス・ダンス・ダンス

➢くり返し（反復処理・ループ）

■ こまったこと

➢まちがい直し

（順次処理・デバッグ）
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プログラミングで できること

1:赤と青と黄色を繰り返す・ループ

くりかえす

あおいろを 点灯

きいろを 点灯

あかいろを 点灯

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
信号機なんかはもっと単純で、今日やった「くりかえし」ブロックの中に、「赤、青、黄色」が入っているだけです。
皆さんは今日、信号機を作るためのプログラミングを完璧に習得したことになります！
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プログラミングでできること

2.ボタンを押すとジュースが出る・・・・・・順次

3.投入した金額で買えるボタンだけが光る・・条件分岐

ランプが点灯する

何もしない

お金を入れる

ジュース以上の
お金が入ったら

ジュースがでる

ボタンを押す

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
では今度は、皆さんのプログラマーという目線でもう一度身の回りのコンピューターについて考えてみましょう！
実は自動販売機も、頭にあるように今日やったブロックの組み合わせ動いています。
※ スライドの図を説明する
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ソフトウェア型教材 Hour of Code
http://studio.code.org/ へアクセス→「古典的な迷路」

http://studio.code.org/
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今はコンピュータとつながっていない
ものが、もしつながったら…

https://youtu.be/Jx_LnNG3Rv8

https://youtu.be/Jx_LnNG3Rv8
http://www.youtube.com/watch?v=Jx_LnNG3Rv8
http://www.youtube.com/watch?v=Jx_LnNG3Rv8
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プログルを使った
算数・正多角形の学習
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算数 第3の2の(2)より

〔第 5学年〕の「B図形」の(1)におけ

る正多角形の作図を行う学習に関連し

て，正確な繰り返し作業を行う必要が

あり，更に一部を変えることでいろい

ろな正多角形を同様に考えることがで

きる場面などで取り扱うこと。
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算数 解説より

● 「辺の長さや角の大きさが等しいこと」を

基に簡単にかつ正確にかける

● 辺の長さや角の大きさを適切に変えれば，

ほかの正多角形もすぐにかける

● 正方形は直角、正六角形は何度にすればい

いのかを考えて目的に達する
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算数 解説より

● 「線を引く」「○度向きを変える」「繰り

返す」など少ない記号でかける

● 問題の解決には必要な手順がある

● 正確な繰り返し→コンピュータを用いると

よいことに気付かせる
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オリジナル教材「プログル」

https://proguru.jp/
または「プログル」で検索

https://proguru.jp/
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算数 5年生 正多角形と円

時 学習活動

1 「正多角形」という用語を知り、その意味や性質について理解する。

2 円の中心の周りの角を等分して正多角形をかく方法を理解する。

3 円の周りを半径で区切って正六角形をかき、その方法で正六角形がか

けるわけを考える。

4
本時

正多角形の内角の大きさをもとにして正多角形をかく方法を考える。

（以下略）

※単元の終わりで、学習内容の理解を深める
段階での実施も有効
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5年生の児童になった

つもりで参加してください
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思い出そう
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思い出そう

①
① ①

② ② ②

③

③

④

180°×2=360° 180°×3=540° 180°×4=720°

ワークシートの一つの角の大きさまで記入



33© 2018 特定非営利活動法人みんなのコード info@code.or.jp

プログラムづくりを通して

正多角形をかくときの

きまりを考えよう
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プログラミング的思考と算数の学び

● 少ない記号を組み合わせて意図したことを
実現する
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プログラミング的思考と算数の学び

● コンピュータを使って問題を解決するため
に既習事項を活用して論理的に考える



36© 2018 特定非営利活動法人みんなのコード info@code.or.jp

プログラミング的思考と算数の学び

● どの正多角形も、どんなに角の数が増えて
も、ブロックの種類と並びは同じ
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きまりを見付けて活用する
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きまりを見付けて活用する

たすと180

かけると360
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プログラミング的思考と算数の学び

● コンピュータを使うと手描きでは難しかっ
たことが目の前で確認できる
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「プログル」開発のポイント

● 算数の一単元に特化したドリル型のコース

● ブロックの数を限定したシンプルな構成

● どこからでも始められ、どこにでも戻れる
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「プログル」の位置付け

● プログラミングを取り入れた授業を始める

足がかりとして

● さらに高度なものを目指したい場合は例え

ば Scratch（スクラッチ）などを

https://scratch.mit.edu/projects/167933160/

● 先生方の声でさらによりよいものに

https://scratch.mit.edu/projects/167933160/
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指導のポイント

● 児童の試行錯誤を大切に

● 教え合い・学び合いの環境づくりをする

→ペアワーク、グループワーク

● ふり返りの時間で出てきた児童の気付きや

考えを共有し、関連付け、価値付ける
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プログル・プロカリ

をご活用ください

皆様、大いに・・・
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教員養成等に関して

お問い合わせください

皆様、大いに・・・


